
新・大阪市緑の基本計画の進捗状況について
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緑の基本計画とは

○大阪市みどりのまちづくり条例第8条において位置付け

○都市公園の整備等だけでなく、都市計画制度によらない道路や河川などの公

共空間の緑化、下水道施設、学校などの公共公益施設の緑化、民有地にお

ける緑地の保全や緑化、さらには緑化意識の普及啓発などのソフト面の施策も

含めた、都市のみどりに関する総合的な計画

１．新・大阪市緑の基本計画について

計画の概要

○計画期間：令和７年度末

○計画の構成：基本理念と５つの基本方針に沿ったみどりのまちづくり施策から構成
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２．まちづくり指標の達成状況（経年変化）― ３つの指標について

みどりのまちづくりを進めていく指標として、

「新・大阪市緑の基本計画」では3つの指標を設定。

みどりのまちづくりの成果としてめざす指標

（１）成果指標

みどりのまちづくりの中で行政がめざす量的目標値となる指標

（２）達成指標

みどりのまちづくりの進捗を把握する尺度として定点観測及び現状公表し、
大阪の顔となるような場所での緑化の意識啓発につなげるための指標

（３）共有指標
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みどりのまちづくりの成果としてめざす指標

２．みどりのまちづくり指標 （１）成果指標の目標

成果指標について

① 身近な緑の満足度

② 緑が増えたと感じる人の割合

③ 身近な公園の利用頻度

基準値
(H22.12)

H27末 R7末

①身近な緑の満足度 46.5% 約50% 約60%

②緑が増えたと感じる人の
割合

28.1% 約30% 約33%

③身近な公園の利用頻度 35.1% 約40% 約50%
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指標（市民・事業者の実感として、市内のみどりがどうなったのか、またみどりとのかかわりがどうなったのか）のため、
市政モニターアンケート調査等※により次の項目について調査を実施。調査結果を５～７頁に示す。
※H29までは市政モニターアンケート調査、H30より民間ネット調査により実施。



２．みどりのまちづくり指標の達成状況（経年変化）
（１）成果指標 ①身近な緑の満足度 調査結果

お住まいや職場・学校近くのあ
なたにとって身近な緑

H22末
（N=501）

H27末
（N＝526）

H30末
（N＝500）

R1末
（N＝500）

R2末
（N＝500）

R3末
（N＝500）

満足している 13.2% 13.1% 12.6% 12.0% 6.8% 16.8%

やや満足している 33.3% 33.7% 30.2% 30.8% 30.6% 37.6%

やや不満である 26.3% 32.3% 26.2% 23.2% 22.4% 21.0%

不満である 22.6% 17.1% 14.0% 15.4% 19.8% 11.0%

どちらとも言えない/
分からない

3.0% 3.8% 17.0% 18.6% 20.4% 13.6%

無回答 1.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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【みどりの満足度（身近な緑）】

満足している やや満足している やや不満である 不満である どちらとも言えない／分からない 無回答

基準値
(H22.12)

H27末 R7末

目標 46.5% 約50% 約60%

46.8% 54.4%



２．みどりのまちづくり指標の達成状況（経年変化）
（１）成果指標 ②緑が増えたと感じる人の割合 調査結果

市内全体の緑
H22末

（N=502）
H27末

（N=526）
H30末

（N=500）
R1末

（N=500）
R2末

（N=500）
R3末

（N=500）

増えた 7.2% 4.4% 3.2% 5.0% 2.6% 5.4%

やや増えた 20.9% 23.6% 11.8% 15.2% 12.8% 12.8%

変わらない 36.1% 43.7% 51.2% 46.0% 48.2% 57.6%

やや減った 11.2% 7.6% 8.8% 11.8% 4.4% 6.0%

減った 7.6% 3.6% 7.0% 5.2% 6.6% 5.4%

分からない 14.3% 17.1% 18.0% 16.8% 25.4% 12.8%

無回答 2.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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【緑が増えたと感じる人の割合（市内全体の緑）】

増えた やや増えた 変わらない やや減った 減った 分からない 無回答

基準値
(H22.12)

H27末 R7末

目標 28.1% 約30% 約33%

28.0% 18.2%

※「市政モニターアンケート」の廃止に伴い、平成
30年度から「民間ネット調査」に調査手法が変
更された。平成30年度以降の大幅な数値の減少
は、回答者の特性が大きく変化したことが要因
として考えられる。※



身近にある小さな公園
H22末

（N=502）
H27末

（N=526）
H30末

（N=500）
R1末

（N=500）
R2末

（N=500）
R3末

（N=500）

ほとんど毎日 9.8% 8.7% 2.6% 4.2% 3.2% 5.2%

週に２～３回 13.5% 11.6% 5.2% 7.8% 4.6% 6.8%

週に１回 11.8% 13.7% 6.6% 8.4% 9.2% 10.0%

月に２～３回 9.4% 13.1% 6.4% 6.8% 7.8% 7.2%

月に１回 10.2% 7.8% 6.6% 9.0% 8.2% 5.4%

年に数回（年３回～10回程度） 13.7% 12.0% 10.2% 11.6% 8.6% 10.6%

ほとんど利用しない（年１回から２回程度） 29.1% 22.2% 24.8% 23.2% 19.4% 22.0%

まったく利用しない 1.0% 10.6% 36.6% 29.0% 39.0% 32.8%

その他 1.6% 0.2% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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【公園の利用頻度（身近にある小さな公園）】

ほとんど毎日

週に２～３回

週に１回

月に２～３回

月に１回

年に数回（年３回～10回程度）

ほとんど利用しない（年１回から２回

程度）

まったく利用しない

その他

基準値
(H22.12)

H27末 R7末

目標 35.1% 約40% 約50%

34.0% 22.0%

２．みどりのまちづくり指標の達成状況（経年変化）
（１）成果指標 ③身近にある小さな公園の利用頻度 調査結果

※「市政モニターアンケート」の廃止に伴い、平成
30年度から「民間ネット調査」に調査手法が変
更された。平成30年度以降の大幅な数値の減少
は、回答者の特性が大きく変化したことが要因
として考えられる。

※



みどりのまちづくりの中で行政が目指す量的目標値となる指標

２．みどりのまちづくり指標 （２）達成指標の目標

屋上緑化をはじめとした民有地緑化等の多様な緑を確保し、都市に占める緑の割合がど
の程度確保できるか、またその中心的な役割を担う都市公園が市民一人当たりにどの程
度提供できているのかを捉えるもの

① 緑被率

② 都市公園の市民1人あたりの面積
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基準値 H27末 R7末

①緑被率※1
約10.4%※2

（H24）
現状以上

②都市公園の市民1人あたりの
面積

3.51㎡/人
（H24末）

約3.6㎡/人※3 約4.0㎡/人※4

※1 樹冠の投影面積からなる樹木・樹林に加え、芝生地等の緑被面も含めた都市の緑全体をとらえた指標

※2 大阪府調査数値（水面を含んだ緑被率は約15.8％（平成24年度））

※3･4 国立社会保障・人口問題研究所による推計人口（平成25年3月推計）から試算したもの

（２）達成指標 ①緑被率は来年度調査実施予定
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【都市公園の整備面積と市民一人当たりの面積】

※国営公園を含む
※各年度４月時点の公園面積

基準値 H27末 R7末

目標値 3.51㎡/人
（H24末）

約3.6㎡/人 約4.0㎡/人

２．みどりのまちづくり指標の達成状況（経年変化）
（２）達成指標 ②都市公園の市民一人当たり面積 現状

H28.4月時点 H3.4月時点



みどりのまちづくりの進捗を把握する尺度として定点観測及び現状公表
し、大阪の顔となるような場所での緑化の意識啓発につなげるための指標

２．みどりのまちづくり指標 （３）共有指標の目標

共有指標について

市民・事業者・行政がみどりの現状を共有し、共にみどりの保全・創出を進めていくために
活用するツールとして共有できる指標。本市では「緑視率」を設定している。
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測定場所 基準値 H27末 R7末

うめきた 31%

3年ごとに測定・公表

大阪駅前 13%

淀屋橋 17%

大阪城公園 26%

御堂筋① 32%

御堂筋② 36%

難波駅前 10%

阿倍野歩道橋 1%

手持ち資料/1緑視率説明.pptx
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各測定場所で測定した3～6地点の緑
視率の平均

２．みどりのまちづくり指標の達成状況（経年変化）
（３）共有指標 - 緑視率 - 調査結果



基本方針③
大阪の個性を特徴づける自然・歴史・文化
の“みどりの骨格”を構築する

基本方針

３．基本方針に係る施策の取組状況
― 新・大阪市緑の基本計画について

基本理念

みどりの魅力あふれる大都市・大阪

～だれもが住みたい・働きたい・訪れたいと思う“みどりの都市”へ～

基本方針②
みどりを市内および周辺につなげていく
“みどりのネットワーク”を構築する

基本方針①
だれもが住みたい・働きたい・訪れたいと思う
“みどりの基盤”を構築する

基本方針④
既存ストックと民間活力を最大限に活かし、
“みどりの都市魅力”を構築する

基本方針⑤
市民・事業者・行政が将来像を共有し、みどりのまちづくりを推進する“仕組み”を構築する
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３．基本方針に係る施策の取組状況 ― 基本方針①について

施策の方向性
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A 美しいうるおいのあるまちなみの創出

B 災害に強い都市空間の創出

C 人と自然が共生する都市環境

の創出

D 安全・安心に憩い、余暇を

楽しめる場の創出

E 人・まちが持続的に成長できるみどり

の創出

だれもが住みたい・働きたい・訪れたいと思う
“みどりの基盤”を構築する



【基本方針①】だれもが住みたい・働きたい・訪れたいと思う"みどりの基盤"を構築する

施策の方向性 ： A 美しいうるおいのあるまちなみの創出

具体的な事業例（新・大阪市緑の基本計画より抜粋。次頁以降同様。）

 街路樹や公園樹の保全・育成、開発行為等に伴う民間緑化指導を通し、四季の

変化を実感できるうるおいあるまちなみを創出している。

●御堂筋などの主要幹線道路における、街路樹の適切な維持管理と育成

●公園樹の適切な維持管理 ●公共施設の緑化の推進

●開発行為、大規模建築物の建設に伴う緑化指導

●護岸緑化の推進 ●保存樹・保存樹林の指定及び保全のための助成
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事業例：御堂筋側道歩行者空間化整備

【御堂筋における根系誘導耐圧基盤の整備】

現況 将来

根が伸びるスペースが限られている

御堂筋では道路整備に合わせ、「根系誘導耐

圧基盤」を整備し、イチョウが根を伸ばすスペー

スを確保するなど、イチョウの良好な生育及び美

しい景観の維持に向けた取組みを行っている。



【基本方針①】だれもが住みたい・働きたい・訪れたいと思う"みどりの基盤"を構築する

施策の方向性 ： B. 災害に強い都市空間の創出

具体的な事業例

事業例：都市公園の新設

 防災活動や避難場所として機能する都市公園の新設整備や公園内の雨水貯留浸透施設の

設置により、災害に強い都市空間を創出している。

●樹木と広場中心の整備による都市公園の早期開設

●公園と避難路とのみどりのネットワーク形成による市街地防災対応の強化

●都市型洪水の軽減に少しでも寄与する緑被地の確保

●公共施設の緑化の推進
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巽公園の整備など、災害時の避

難場所となる都市公園を確保す

るため、用地確保及び新設整備

を行っている。

【巽公園の整備】


